


横　断　幕　大
お お く ら の

倉野　翔
しょう

さん　書（西下場地区）
サブテーマ　川

かわひがし
東　大

だ い ご
悟さん　発案（上川西地区）

町民憲章宣誓
福
ふくざき

崎　風
ふ う と

斗さん（鶴丸地区）
二十歳の決意

御
ごりょうぞの

領園　椿
つばき

さん（下川西地区）
二十歳代表謝辞

福
ふくなが

永　旺
おうすけ

祐さん（米永地区）

吉松地域

記念品授与　東
ひがし

　龍
りゅうと

虎さん（般若寺地区）
実行委員会行事司会

左）南
みなみ

　侑
うきょう

杏さん（川添地区）
右）川

かわひがし
東　大

だ い ご
悟さん（上川西地区）

記念品贈呈　抜
ぬくみず

水　鈴
れ お ん

音さん（米永地区） ピアノ伴奏　廣
ひろやま

山　梨
り せ

星さん（轟地区）
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しおり表紙デザイン 
森
もりやま

山　紗
さ な

那さん作（川添地区）



　

令
和
７
年
湧
水
町
二
十
歳
の
つ
ど
い
が
１
月

４
日（
土
）栗
野
中
央
公
民
館
に
お
い
て
挙
行
さ

れ
、二
十
歳
の
節
目
を
迎
え
ら
れ
た
67
名
が
出
席

し
ま
し
た
。

　

当
日
は
あ
で
や
か
な
振
袖
姿
、凛
々
し
い
ス
ー

ツ
や
袴
姿
に
身
を
包
ん
だ
参
加
者
が
、懐
か
し
い

仲
間
や
恩
師
と
の
再
会
を
喜
び
、談
笑
し
た
り
、

写
真
を
撮
り
合
っ
た
り
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し

た
。対
象
の
世
代
は
高
校
３
年
間
を
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
様
々
な
制
限
の
中
で
生
活
を
送
っ
た
世
代

で
あ
り
、無
事
に
二
十
歳
の
つ
ど
い
を
迎
え
ら
れ

た
こ
と
に
、喜
び
の
表
情
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
町
長
、議
長
か
ら
の
お
祝
い
の
言
葉

を
受
け
、二
十
歳
の
つ
ど
い
実
行
委
員
長
の
福
永

旺
祐
さ
ん（
米
永
地
区
）が「
自
分
の
行
動
や
言
動

に
責
任
を
持
ち
、周
囲
の
人
々
と
協
力
し
合
い
な

が
ら
、社
会
に
貢
献
で
き
る
人
間
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
」と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
会
主
催
行
事
で
は
、こ
れ
ま
で
の

生
い
立
ち
を
振
り
返
る
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
の
披

露
が
あ
り
、懐
か
し
い
場
面
に
笑
い
が
出
る
な

ど
、会
場
は
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し

た
。二
十
歳
を
代
表
し
て
実
行
委
員
副
委
員
長
の

御
領
園
椿
さ
ん（
下
川
西
地
区
）が「
二
十
歳
の
決

意
」と
し
て
、家
族
等
に
向
け
た
感
謝
の
気
持
ち

と
、よ
り
一
層
の
責
任
を
持
っ
て
生
活
を
し
て
い

く
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

　

二
十
歳
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
の
今
後
ま
す

ま
す
の
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

栗野地域

これまでの感謝と
　　これからの決意を胸に家族等へお礼
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１
月
５
日（
日
）栗
野
防
災
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
お
い
て
令
和
７
年
湧
水

町
消
防
出
初
式
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

消
防
出
初
式
は
毎
年
恒
例
の
年

頭
行
事
で
あ
り
、町
民
の
皆
様
の

防
火
・
防
災
意
識
向
上
を
目
的
と

し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

消
防
団
員
の
堂
々
と
し
た
分
列

行
進
と
消
防
車
両
25
台
の
迫
力
の

パ
レ
ー
ド
で
始
ま
り
、式
典
で
は

吉
松
幼
稚
園
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
に

よ
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
、

一
糸
乱
れ
ぬ
規
律
訓
練（
指
揮
者
：

栗
野
中
央
分
団
成
相
大
分
団
長
）、

消
防
団
の
活
動
に
尽
力
さ
れ
た
団

員
へ
の
各
種
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、式
典
終
了
後
は
リ
バ
ー

サ
イ
ド
モ
ー
ル
裏
川
内
川
河
川
敷

に
お
い
て
放
水
演
習
が
行
わ
れ
、

日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
十
分
に
発

揮
し
、本
年
も
安
心
・
安
全
に
暮
ら

せ
る
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

　

現
在
、湧
水
町
消
防
団
は
肱
岡

秋
則
団
長
以
下
16
分
団（
部
）で
構

成
さ
れ
、災
害
時
に
地
域
住
民
の

生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、日
頃

か
ら
各
種
訓
練
や
警
戒
活
動
、広

報
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

令和７年
湧水町
消防出初式
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県
消
防
協
会
退
職
感
謝
状
授
与

　
元
湧
水
町
消
防
団

　
　
　
　
　
　
　
川
口
　
孝
志

　
　
　
　
　
　
　
中
城
　
正
臣

　
　
　
　
　
　
　
老
谷
　
高
徳

　
　
　
　
　
　
　
清
水
　
久
志

　
　
　
　
　
　
　
平
谷
　
誠

　
　
　
　
　
　
　
古
川
　
和
徳

　
　
　
　
　
　
　
御
所
　
光
洋

　
　
　
　
　
　
　
廣
田
　
裕
二

　
　
　
　
　
　
　
相
原
　
孝
順

　
　
　
　
　
　
　
福
崎
　
裕
二

自
治
体
消
防
75
周
年
記
念
表
彰

「
日
本
消
防
協
会
会
長
表
彰
」

（
消
防
団
員
家
族
表
彰
）

　
本
　
　
部
　
☆
大
山
　
力

　
女
性
部
　
　
大
山
　
惠
美
子

　
栗
野
中
央
分
団
　
大
山
　
拓
哉

県
消
防
協
会
姶
良
伊
佐
支
部
長
表
彰

　
鶴
丸
分
団
　
☆
西
田
　
裕
一
郎

　
轟
分
団
　
　
　
興
邊
　
雄
次

　
北
方
分
団
　
　
鬼
塚
　
博
文

　
吉
松
中
央
分
団
　
丸
山
　
剛

　
川
西
分
団
　
　
永
野
　
龍
馬

　
幸
田
分
団
　
　
下
村
　
謙
二

　
川
添
分
団
　
　
宮
田
　
克
也

　
女
性
部
　
　
　
玉
利
　
昌
子

　
栗
野
中
央
分
団
　
西
　
　
征
宏

　
米
永
分
団
　
　
仮
屋
　
秀
隆

町
長
表
彰

35
年
勤
続
章

　
長
谷
分
団
　
☆
亀
澤
　
幸
広

30
年
勤
続
章

　
川
西
分
団
　
☆
池
嶋
　
達
朗

　
般
若
寺
分
団
　
栗
下
　
常
男

　
轟
分
団
　
　
　
上
段
　
良
二

25
年
勤
続
章　

　
老
竹
分
団
　
☆
老
谷
　
順
一

　
長
谷
分
団
　
　
亀
澤
　
義
行

　
栗
野
中
央
分
団
　
有
木
　
伸
作

　
川
添
分
団
　
　
吉
村
　
慎
一

　
吉
松
中
央
分
団
　
下
脇
田
　
高
雄

20
年
勤
続
章　
　

　
鶴
丸
分
団
　
☆
米
山
　
繁
美

　
米
永
分
団
　
　
向
井
　
隆
成

　
女
性
部
　
　
　
大
山
　
惠
美
子

　
女
性
部
　
　
　
花
堂
　
た
え
子

　
女
性
部
　
　
　
圖
師
　
千
鶴
美

　
老
竹
分
団
　
　
桐
野
　
正
三

　
上
場
分
団
　
　
窪
園
　
和
也

　
幸
田
分
団
　
　
猿
渡
　
一
志

　
吉
松
中
央
分
団
　
丸
山
　
雄
二

　
川
添
分
団
　
　
永
野
　
雄
三

15
年
勤
続
章　

　
鶴
丸
分
団
　
☆
西
田
　
裕
一
郎

　
轟
分
団
　
　
　
興
邊
　
雄
次

　
北
方
分
団
　
　
鬼
塚
　
博
文

　
吉
松
中
央
分
団
　
丸
山
　
剛

　
川
西
分
団
　
　
永
野
　
龍
馬

　
幸
田
分
団
　
　
下
村
　
謙
二

　
川
添
分
団
　
　
宮
田
　
克
也

　
女
性
部
　
　
　
玉
利
　
昌
子

　
栗
野
中
央
分
団
　
西
　
　
征
宏

　
米
永
分
団
　
　
仮
屋
　
秀
隆

10
年
勤
続
章　

　
北
方
分
団
　
☆
市
川
　
和
寛

　
上
場
分
団
　
　
園
山
　
秀
国

　
鶴
丸
分
団
　
　
北
原
　
健
一

　
幸
田
分
団
　
　
福
本
　
勝
広

　
轟
分
団
　
　
　
岡
山
　
和
孝

　
轟
分
団
　
　
　
竹
嵜
　
隆
博

　
轟
分
団
　
　
　
田
原
　
利
和

　
栗
野
中
央
分
団
　
有
浦
　
和
輝

　
長
谷
分
団
　
　
上
水
流
　
翼

　
吉
松
中
央
分
団
　
宮
田
　
直
道

５
年
勤
続
章　

　
長
谷
分
団
　
☆
野
本
　
明
宏

　
長
谷
分
団
　
　
栫
　
　
一
世

　
上
場
分
団
　
　
𫝆
村
　
誠

　
上
場
分
団
　
　
坂
本
　
省
司

　
鶴
丸
分
団
　
　
木
元
　
直
幸

　
吉
松
中
央
分
団
　
川
崎
　
徳
昭

　
吉
松
中
央
分
団
　
赤
坂
　
滉
将

　
幸
田
分
団
　
　
小
園
　
勝
彦

　
米
永
分
団
　
　
岩
崎
　
大
輔

　
川
添
分
団
　
　
米
永
　
裕
輝

　
北
方
分
団
　
　
今
村
　
春
彦

　
中
津
川
分
団
　
𠮷
元
　
聖
貴

一
般
感
謝
状

25
年
勤
続
者
の
家
族

　
下
脇
田
　
高
雄 

の
ご
家
族

　
老
谷
　
順
一
　 

の
ご
家
族

　
亀
澤
　
義
行
　 

の
ご
家
族

　
有
木
　
伸
作
　 

の
ご
家
族

　
吉
村
　
慎
一
　 

の
ご
家
族

 

15
年
勤
続
者
の
家
族

　

西
田
　
裕
一
郎 

の
ご
家
族

　
興
邊
　
雄
次    

の
ご
家
族

　
鬼
塚
　
博
文
　 

の
ご
家
族

　
丸
山
　
剛       

の
ご
家
族

　
永
野
　
龍
馬    

の
ご
家
族

　
下
村
　
謙
二    

の
ご
家
族

　
宮
田
　
克
也    

の
ご
家
族

　
玉
利
　
昌
子    

の
ご
家
族 

　
西
　
　
征
宏    

の
ご
家
族

　
仮
屋
　
秀
隆    

の
ご
家
族

町
消
防
団
後
援
会
長
表
彰

　
老
竹
分
団
　
☆
和
田
　
純
一

　
川
添
分
団
　
　
竹
中
　
英
人

　
北
方
分
団
　
　
今
田
　
秀
樹

　
般
若
寺
分
団
　
山
崎
　
一
彦

団
長
表
彰

　
吉
松
中
央
分
団
　
☆
丸
山
　
直
幸

　
米
永
分
団
　
　
川
﨑
　
誠

　
北
方
分
団
　
　
内
村
　
嘉
明

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

勤
続
章

　
中
津
川
分
団
　
伏
見
　
博
樹

　
轟
分
団
　
　
　
池
田
　
一
明

　
轟
分
団
　
　
　
二
渡
　
彰
吾

　
轟
分
団
　
　
　
植
林
　
伸
洋

　
老
竹
分
団
　
　
西
牟
田
　
利
一

鹿
児
島
県
消
防
協
会
長
表
彰

功
績
章　

　
般
若
寺
分
団
　
馬
迫
　
智
介

　
川
西
分
団
　
　
小
川
　
直
也

　
老
竹
分
団
　
　
桐
野
　
正
三

　
上
場
分
団
　
　
窪
園
　
和
也

　
幸
田
分
団
　
　
猿
渡
　
一
志

　
女
性
部
　
　
　
大
山
　
惠
美
子

　
女
性
部
　
　
　
花
堂
　
た
え
子

　
女
性
部
　
　
　
圖
師
　
千
鶴
美

精
績
章　

　
米
永
分
団
　
　
仮
屋
　
秀
隆

　
轟
分
団
　
　
　
興
邊
　
雄
次

　
北
方
分
団
　
　
鬼
塚
　
博
文

　
吉
松
中
央
分
団
　
丸
山
　
剛

　
幸
田
分
団
　
　
下
村
　
謙
二

　
川
添
分
団
　
　
宮
田
　
克
也

　
栗
野
中
央
分
団
　
西
　
　
征
宏

　
女
性
部
　
　
　
前
田
　
み
ど
り

　
女
性
部
　
　
　
玉
利
　
昌
子

県
知
事
表
彰

10
年
勤
続
章　

　
鶴
丸
分
団
　
　
福
崎
　
裕
二

　
北
方
分
団
　
　
市
川
　
和
寛

　
川
西
分
団
　
　
坂
元
　
進
也

　
上
場
分
団
　
　
園
山
　
秀
国

　
幸
田
分
団
　
　
福
本
　
勝
広

　
轟
分
団
　
　
　
岡
山
　
和
孝

　
轟
分
団
　
　
　
竹
嵜
　
隆
博

　
轟
分
団
　
　
　
田
原
　
利
和

　
栗
野
中
央
分
団
　
有
浦
　
和
輝

　
長
谷
分
団
　
　
上
水
流
　
翼

令
和
７
年 

消
防
出
初
式
表
彰
者 

〔
表
彰
者
は
敬
称
略
〕〔
☆
は
代
表
受
賞
者
〕

5 　広報 ゆうすい  Vol. 239　2025.2



広報 ゆうすい　6



7 　広報 ゆうすい  Vol. 239　2025.2



広報 ゆうすい　8



9 　広報 ゆうすい  Vol. 239　2025.2

空港バス（県際特急バス）
水俣⇔伊佐⇔湧水⇔鹿児島空港
空港バスは水俣・伊佐・湧水地域と鹿児島空港を結ぶ重要な
交通手段です。
しかし，年々利用者が減少しているため，このままでは路線
の維持が難しくなってしまいます。大切なバス路線を守ってい
くためにも，ご利用をよろしくお願いします。
時刻表は，役場（企画財政課）で配布しているほか，南国交
通株式会社のホームページで時刻表・運賃等が確認できます。
【湧水町停留所】
・王ノ山　・いきいきセンターくりの郷　・栗野三文字　
・田尾原　・稲葉崎
（問い合わせ先）
南国交通株式会社　0995-22-1435
湧水町企画財政課　74-3111(内線2261）    

鹿児島市内・空港間
最短約３８分

○飛行機
鹿児島→東京

（約１時間５５分）

【新水俣駅】 ○九州新幹線
新水俣→新大阪（約３時間４９分）
新水俣→博　多（約１時間３分）

水俣市

伊佐市

湧水町

鹿児島空港

公共交通を使って
出かけませんか？

水俣市：ちゃんぽん

【ご当地グルメ】

伊佐市：伊佐牧場乳製品

を利用しましょう！

時刻表・バス停
情報はこちら！
南国交通株式会社 https://nangoku-kotsu.com

伊佐・水俣間　
約 57分

伊佐・湧水間　
約 30分

湧水・空港間　
約 30分

　さつま町，長島町，湧水町では，平成26年度に「さつ・長・湧水連絡会議」を発足し，幅広い分野の共通
課題について協議を行っています。今回は情報連携の一環として両町の観光スポットを紹介します。

さつ・長・湧水連絡会議

　長島町では，「石積みと花の
まち長島町」をキャッチフレー
ズに景観づくりによる癒しの場
を提供し，皆さんに長島へ足を
運んでもらうためさまざまなイ

ベントなどを行っています。
　黒之瀬戸大橋を渡り本町の東側を15分ほど車
で走った川床ふれあいの郷内に「長島ブーゲン
ビリアの丘」があり，12月～５月に見ごろを迎
えます。
　白，赤，黄，ピンクなど約30種類170本ほど
の 色 と り ど
り の ブ ー ゲ
ン ビ リ ア が
咲 き 誇 り ，
皆 さ ん を お
待 ち し て い
ます。

　治水と発電を目的に昭和41
年に完成した鶴田ダムは，高さ
117.5mで重力式コンクリートダ
ムとしては九州最大の規模を誇
ります。河川空間のオープン化

によるインフラツーリズムの一環で，一昨年か
ら開催されている秋の大鶴湖まつりでは，堤体
内見学やダムの放流を間近に見ることができま
す。また，隣接する川内川大鶴ゆうゆう館で
は，鶴田ダムをモチーフとした人気メニューの
ダムカレーやダムチャーハンを楽しむことがで
きます。

長島町さつま町

【問い合わせ先】長島町役場　水産景観課
　TEL：0996-86-1137

【問い合わせ先】さつま町役場　さつまPR課　商工観光係
　TEL：0996-24-8950
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心理職　精神対話士による
つらい気持ち，不安や心配事など．．．一人で悩みを
抱えていませんか？

　精神対話士は専門的な知識と温かな対話で人を癒す心のケアの専門職です。将来の希望や心配
事などについて，一歩先への解決に向けてご一緒に考えてまいります。
◎守秘義務に関しては万全を期しております。

対 面 相 談
日　　　　程　令和７年２月～３月
　　　　　　　２月　16日（日），23日（日）
　　　　　　　３月　　２日（日），　８日（土），９日（日），10日（月）
対 　 象 　 者　若年層（39歳以下の方）及びその保護者　等
時　　　　間　各日　13：00　～　17：00
会　　　　場　国分公民館　３階（国分シビックセンター内）　鹿児島県霧島市国分中央3－45－1
申込・問合先　０８０―５２０９―１５２３　
　　　　　　　内閣府認可　一般財団法人メンタルケア協会　鹿児島事務所　
　　　　　　　協会HPアドレス　https://www.mental-care.jp/
※相談日について事前に予約することができます。また，当日発熱等の症状が出た方の参加は
　ご遠慮ください。

ほっ！と相談

成人の方
◇病気や生活に関する悩み
◇仕事に関する悩み
◇人生や家族，人間関係に関する悩み　ほか

青少年の方
◇学校のこと　　　　◇家族のこと
◇友だちのこと　　　◇勉強のこと
◇進路のこと　　　　ほか

本事業は「鹿児島県地域自殺対策強化事業」の一環として実施しております。

開催のご案内

相談
無料

仲
間
と
の
絆
！

国
防
の
誇
り
！

挑
戦
と
進
化
！

▲
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まだまだ寒い日が続き，様々な感染症が流行しています。
元気に乗り切るために，食事で免疫力を高めましょう！

健
康
増
進
だ
よ
り

問い合わせ先 栗野庁舎　健康増進課　７４－３１１１（内線２１０４）

①免疫細胞の主成分となるたんぱく質を毎食摂りましょう 
　たんぱく質が不足すると免疫細胞が減少し，抵抗力が落ちやすくなります。

②腸内環境を整えましょう 
　免疫細胞の６～７割が腸に存在します。有害なものが体内に侵入するのを防ぐために，腸には免疫力が
備わっています。腸内環境を整えるために善玉菌を増やしましょう。

〇善玉菌そのものを取り入れる
発酵食品は善玉菌を豊富に含みます。

ヨーグルト，みそ，納豆，キムチ，チーズ等

〇善玉菌のエサをとる
＊食物繊維
　野菜，海藻，きのこ，芋類，玄米，豆類等
＊オリゴ糖
　玉ねぎ，ごぼう，大豆等

③ビタミン・ミネラルをたっぷりと♪ 
　特にビタミンＡ・Ｃ・Ｅは抗酸化作用があり，免疫細胞の数を増やしたり，活性化させたりする働きがあ
ります。

ビタミンA ビタミンC ビタミンE

特徴
皮膚や粘膜を丈夫にし，
免疫力を強化します。

白血球を活性化させて，
免疫力を高めてくれま
す。

抗酸化作用があり，免
疫細胞の力が落ちるの
を防ぎます。

多く含む主な食品 かぼちゃ，にんじん，
レバー，うなぎ，卵 緑黄色野菜，果物，芋類

かぼちゃ，アーモンド，
アボカド，植物油

ポイント

油を使って調理をした
り，牛乳や肉類と一緒
に摂ったりすると吸収
率が上がります。

熱に弱いため，生のま
ま摂れる果物はおすす
めです。芋類のビタミ
ンＣは加熱しても壊れ
にくいです。

ビタミンＣと一緒に摂
ると抗酸化力がアップ
します。

主菜（肉・魚・卵・大豆・大豆製品）
　1日手のひら4つ分を意識し
て摂りましょう！

牛乳・乳製品
牛乳は1日コップ1杯（200ml）
または同量のヨーグルト

季節の変わり目を免疫力アップで乗り切ろう



広報 ゆうすい　12

（アドバイス）
□ サーバーのレンタル料は無料でも，実際は水を定期購入する契約です。あらかじめ決められた

期間は，水の購入を継続しないと解約料がかかることがあるので注意
　 が必要です。
□ 電気代や配送料，ボトル代などの毎月かかる費用についても確認しま
　 しょう。
□ 自宅に設置出来るのか，水の交換が一人でできるのか確認しましょう。
□ 契約金額の詳細も含め，契約内容や解約条件や費用についてもよく確
 　認し，契約書は書面でもらうようにしましょう。

ウォーターサーバーの勧誘トラブルにご注意！！

相談窓口

栗野庁舎　商工観光ＰＲ課　７４−３１１１（内線２２８４）
（相談無料，秘密厳守，通話料：相談者負担）
◎受付時間　平日8：30～12：00　13：00～16：30　※土日，祝日，年末年始を除く
県消費生活センター　０９９−２２４−０９９９　
◎受付時間　【月～金】９：00～ 17：00　【土】10：00～ 16：00

森林等への火入れ
　森林または森林の周囲1キロメートルの範囲内にある土地において火入れを行う場合は，森林法（昭和26
年法律第249号）第21条の規定に基づき，町長の許可が必要です。
■火入れができる場合（森林法第21条）
　〇造林のための地ごしらえ　　　〇開墾準備　　〇害虫駆除（水田畑の畦畔等を野焼きなど）
　〇焼畑　　〇採草地の改良
■申請の時期
　火入れを行おうとする10日前までに申請書を提出してください。
■申請書類

　申請書一式は，栗野庁舎 産業振興課に準備しています。また町ホームページからダウンロードするこ
とができます。
■注意事項

許可の期間中 強風注意報，異常乾燥注意報又は火災警報が発令された場合には，火入れを行うこと
はできません。

火入れ中 風勢等によって他に延焼するおそれがあると認められるとき，強風注意報，異常乾燥
注意報，火災警報が発令されたときには，速やかに消火してください。

■罰則
　必要な許可を受けずに火入れを行ったり，必要な防火の設備を怠ったりした場合には20万円以下（保
安林の場合には30万円以下）の罰金が科せられます。（森林法第205条）

■提出・問合せ先　栗野庁舎　産業振興課　74-3111（内線2250）

湧水を守るため
森林を知ろう！ 作ろう！ 守ろう！

森林内または森林の周囲1キロメートル内
での火入れには申請・許可が必要です。

　ショッピングモールで勧誘されて「ウォーターサーバーのレンタル契約をしたが，解約を申し出
ると勧誘時に説明がなかった高額な違約金を請求された」「ウォーターサーバーのレンタル契約を結
んだと思っていたが，購入契約となっていた」など，ウォーターサーバーに関する相談がここ数年
増えています。
【
相
談
事
例
】

・現契約の解約料をキャッシュバックすると強引な勧誘を受けたが，実際はキャッシュバック適
  用外だった。
・お得だという説明のみで解約時に請求される違約金等について全く説明がなかった。
・ウォーターサーバーのレンタルだと思い契約したが，実際は売買契約になっていた。
・急かされて契約したが，帰宅後に契約内容を確認すると説明と異なっていた。

※ (独) 国民生活センター 見守り新鮮情報 第 468 号より抜粋



13 　広報 ゆうすい  Vol. 239　2025.2

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

Hello!
! ALT

グラント
・ホビー

　湧水の皆さん, こんにちは！2025年が始まって１か月が過ぎましたね。
皆さんはどんな冬休みやお正月を過ごしましたか。私は，蒲生八幡神社と箱崎八
幡神社へ初詣に行きました。今年のおみくじは中吉でした。皆さんは私よりも良

い幸運に恵まれますように！
　今回のニューズレターでは，夜空についてお話ししたいと思います。一昨年，私が湧水町に来て
最初に気づいたことは，夜空の綺麗さでした。湧水は都市部と
は違い，夜空がかなり澄んでいます。特に天の川は，私の出身
であるアメリカのワシントンでも見ることができましたが，湧
水町から見る天の川は，ワシントンよりとても綺麗に見えたの
で感動しました。
　最近は，星座や天体観測など，リアルタイムで空を案内して
くれる無料のスマホアプリがたくさんあるので，火星，木星，
金星，土星など，多くの惑星が見つけられるようになりました。
湧水の空は，たくさんの惑星や星座を見ることができます。皆
さんもぜひ見つけてみてください。もしアプリを試してみる場
合は，暖かい服を着て，安全な場所で見てくださいね。
※天の川は，英語ではmilky way（ミルキーウェイ）といいま
す。

新年と夜空

蒲生八幡神社の初詣

春コレクション展
ニキ・ド・サンファル
《青色のドーン》　1995年

　ドーンとは作家本
人のひ孫の女の子の
名前です。女性賛歌，
女性の生き様などを
一貫して主張してき
た「ナナ」シリーズ
という作品群の一つ
で，「ナナ」とは，
女の子や女という意
味で親しみを込めて
使われるフランス人

の愛称でもあります。ボリュームのある体型や躍動
感あふれる姿，カラフルな色などに注目してみま
しょう。

ジェニー・ホルツァー
《ブルー》　1998年

　発光ダイオードで流れ
る自作の文章は，人間
の生をテーマにしたもの
で，ある個人的な人間関
係について，切々とした
ことばでつづられていま
す。先端技術で自分の思
いを表現するこの作品に
は，現代美術の広がりや
多様性を実感させられま
す。強くブルーに光る文
字は，私たちにどんな印
象を与えるでしょうか。

■会期　3月4日（火）〜 4月20日（日）

問い合わせ先　鹿児島県霧島アートの森　TEL 74-5945

休園のお知らせ
　2/25（火）〜 3/3（月）は施設メンテナンスのため休園いたします。
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くりの図書館に行こう！

開館時間：１０：００～１８：００
休 館 日：毎週月曜日，祝日（こどもの日・海の日・文化の日を除く），毎週第４木曜日，年末年始（12/29 ～ 1/3）
問い合わせ先：くりの図書館　　７４－１８２１

　

本
町
を
舞
台
と
し
た
作
品

を
は
じ
め
、す
ぐ
れ
た
文
学
作

品
を
生
み
出
さ
れ
た
児
童
文

学
作
家『
椋
鳩
十
先
生
』の
功

績
を
称
え
、第
８
回
椋
鳩
十
作

品
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

町
内
の
小
学
校
か
ら
21
点

の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、審
査
を

行
っ
た
結
果
、５
名
の
児
童
が

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
を
通
し

て
、郷
土
へ
の
関
心
や
愛
着
を

深
め
、本
を
読
む
楽
し
さ
を
知

り
、心
豊
か
に
た
く
ま
し
く

育
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

第
８
回 

椋
鳩
十
作
品
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

湧
水
町
教
育
委
員
会・湧
水
町
く
り
の
図
書
館
主
催

く
り
の
図
書
館
長
賞

優秀賞

吉松小学校　６年
上原　琴音さん

「カワウソの海を読んで」

上場小学校　４年　徳永　湧雅さん

「三日月池と大造じいさんとガン」

幸田小学校　５年　原　みいくさん

「あきらめない」

栗野小学校　６年　西　愛子さん

「動物のやさしさを知る」

椋鳩十生誕120周年記念特選

吉松小学校　６年　川添　悠吏さん

「栗野岳の主から学んだこと」

椋鳩十生誕120周年記念 くりの図書館　椋鳩十まつり

　椋鳩十に関する資料を展
示しています。
　また，椋鳩十作品や動物
などの本も紹介してありま
すので，ぜひご覧ください。
資料提供：
くりの図書館協議会委員
安藤　薫さん 　朗読倶楽部まんまる 北原

妙子さん主催による，湧水町
を題材とした椋鳩十作品の朗
読会を開催しました。
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くりの図書館長賞を受賞された上原　琴音さんの作品を掲載します。

カ
ワ
ウ
ソ
の
海
を
読
ん
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
松
小
学
校
　
六
年
　
上
原
　
琴
音

　

椋
鳩
十
の「
カ
ワ
ウ
ソ
の
海
」は
、美
し
い
自
然
の
描
写
と
動
物
た
ち
の

生
態
が
せ
ん
細
に
描
か
れ
た
作
品
で
す
。こ
の
物
語
は
、カ
ワ
ウ
ソ
が
主

人
公
と
し
て
登
場
し
、そ
の
生
き
生
き
と
し
た
姿
が
読
者
の
心
に
強
く
ひ

び
き
ま
す
。

　

ま
ず
、カ
ワ
ウ
ソ
の
生
態
が
細
か
く
描
か
れ
て
い
る
点
が
印
象
的
で
す
。

椋
鳩
十
は
、カ
ワ
ウ
ソ
の
生
活
を
リ
ア
ル
に
描
き
な
が
ら
も
、そ
の
日
常

に
ひ
そ
む
危
険
や
厳
し
さ
を
忘
れ
ず
に
表
現
し
て
い
ま
す
。例
え
ば
、食

糧
を
探
し
求
め
る
カ
ワ
ウ
ソ
の
姿
や
、外
て
き
か
ら
身
を
守
る
た
め
の
知

恵
と
工
夫
が
し
ょ
う
細
に
描
か
れ
て
お
り
、自
然
界
で
生
き
る
こ
と
の
過

酷
さ
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

　

ま
た
、こ
の
作
品
に
は
人
間
と
自
然
と
の
関
わ
り
も
描
か
れ
て
お
り
、

人
間
が
自
然
に
お
よ
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
る
場
面
も
あ
り
ま

す
。人
間
の
活
動
が
カ
ワ
ウ
ソ
た
ち
の
生
活
に
ど
の
よ
う
に
影
響
を
与
え

る
の
か
を
示
す
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、私
た
ち
が
自
然
環
境
を
守
る
こ
と
の
重

要
性
を
再
認
識
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、カ
ワ
ウ
ソ
と
い
う
動
物
自
体
が
も
つ
愛
ら
し
さ
や
か
し
こ
さ

が
、物
語
全
体
に
温
か
み
を
あ
た
え
て
い
ま
す
。カ
ワ
ウ
ソ
の
家
族
愛
や

仲
間
と
の
き
ず
な
が
描
か
れ
て
い
る
場
面
は
、心
温
ま
る
も
の
で
あ
り
、

人
間
社
会
に
通
じ
る
一
般
的
な
テ
ー
マ
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

全
体
的
に「
カ
ワ
ウ
ソ
の
海
」は
、自
然
と
動
物
の
素
晴
ら
し
さ
を
再
発

見
さ
せ
て
く
れ
る
作
品
で
す
。ち
な
み
に
日
本
に
は
、「
ニ
ホ
ン
カ
ワ
ウ

ソ
」と
い
う
カ
ワ
ウ
ソ
が
い
ま
す
が
、毛
皮
を
作
る
た
め
に
乱
獲
さ
れ
た

り
、水
質
汚
染
が
進
ん
だ
り
す
る
影
響
に
よ
り
個
体
数
が
減
っ
て
お
り
、

二
〇
一
二
年
に
は
環
境
省
の
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
で
絶
滅
危
惧
種
と
し
て
指

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
作
品
を
読
ん
で
、私
が
感
じ
た
こ
と
は
、カ
ワ
ウ
ソ
や
他
の
動
物

た
ち
が
絶
滅
し
た
の
は
、人
間
が
自
分
た
ち
の
生
活
の
た
め
に
し
た
こ
と

が
、動
物
た
ち
を
絶
滅
の
危
機
に
追
い
込
ん
で
い
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。だ
か
ら
私
た
ち
が
動
物
を
絶
滅
さ
せ
な
い
よ
う
に
自
分
た
ち
に
は

何
が
で
き
る
か
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
感

じ
ま
し
た
。

　

最
後
に
近
年
で
は
、山
の
木
を
切
り
倒
し
、ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を
設
置

し
た
り
、工
場
を
建
設
し
た
り
し
て
い
ま
す
。ま
た
、川
や
海
も
水
質
汚
染

で
汚
れ
て
い
ま
す
。そ
う
な
る
と
、カ
ワ
ウ
ソ
だ
け
で
な
く
、山
や
海
の
生

き
物
た
ち
も
生
き
て
い
く
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。こ
れ

か
ら
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
、今
の
自
然
を
で
き
る
だ
け
多
く
残
し
て
、

生
き
物
た
ち
が
過
ご
し
や
す
い
環
境
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、私
が
で
き
る
こ
と
を
二
つ
考
え
ま
し
た
。一
つ
目
は
、動
物
に

影
響
が
出
な
い
よ
う
に
ご
み
な
ど
を
ポ
イ
捨
て
し
な
い
こ
と
で
す
。二
つ

目
に
博
物
館
に
行
っ
て
カ
ワ
ウ
ソ
や
他
の
動
物
の
こ
と
を
よ
く
知
る
こ

と
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　コンクール受賞者の作品は，
くりの図書館ホームページ，く
りの図書館内で開催中の椋鳩
十まつりの展示と併せて展示
しております。

３月２日（日）まで

おめでとう
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・
こ
の
「
ゆ
う
す
い
文
芸
」
コ
ー
ナ
ー
に
句
を
掲
載
し
た
い
方
は
、

    

毎
月
10
日
ま
で
に
栗
野
中
央
公
民
館
ま
で
お
届
け
く
だ
さ
い
。

　
短
　
　
歌

断
り
の
受
話
器
を
置
き
て
涙
す
る

　

父
の
講
読
せ
し
朝
刊
を　

 　
　
　
　

福
田　

三
四
五

昨
日
今
日
祝
福
の
ご
と
き
日
本
晴
れ

　

世
界
見
守
り
平
和
を
祈
る
朝　
　
　

内
村　

美
代
子

赤
々
と
燃
え
つ
つ
沈
む
冬
の
陽
よ

　

吾
の
ひ
と
世
も
斯
く
終
り
た
し　
　

坂
元　

美
子

椿
の
花
道
の
ほ
と
り
で
首
飾
り

　

幼
お
さ
な

姿す
が
た

を
想
い
出
す
友　
　
　
　
　
　

今
西　

麗
子

真ま
っ
か赤
な
る
色
づ
き
見
せ
く
る
も
み
じ
葉
よ

　

夫
を
思
ひ
て
時
雨
ご
こ
ち
す　
　
　

榎
木　

志
津
代

赤
松
の
大
き
な
る
樹
よ
り
こ
ぼ
れ
く
る

　

柔
き
陽
ざ
し
や
如
月
の
青　
　
　
　

﨑
田　

ユ
ミ

叔
父
眠
る
長
江
よ
り
来
る
寒
波
な
り

　

吾
の
頭
上
の
雪
降
り
止
ま
ぬ　
　
　

川
野　

久
美
子

　
俳
　
　
句

七
草
に
は
れ
着
と
笑
顔
で
門
に
立
つ　

本
村　

房
子

老
い
の
愚ぐ

ち痴
七
味
大
振
り
鍋
う
ど
ん　

西
園　

ら
ん
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　

薩
摩
狂
句 　
（
唱
）
福
田　

三
四
五  

外そ

飼と

猫ネ
コ

も
懐な

ち
っ
到ご

ろ
い頭
と
家う

ち
上あ

げ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

店
ん
幸さ

っ

ち
ゃ
ん

　
（
唱
）
他よ

そ所
ん
と
が
来
っ
噛
ん
で
可ぐ

ら

し

哀
想
ゅ
し

　
久さ

し
か
振ぶ

い
会お

た
友と

し達
ゅ
直へ

っ
ち
思お

め
出
さ
じ　
　
　
　

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
ょ
っ
し
も
た

　
（
唱
）
誰だ

い

様さ
あ

け
え
ち
尋た

ん

ね
も
な
ら
し

問い合わせ先 栗野中央公民館　７４−４３１３　

公民館短期講座 『吉松太極拳教室』活動紹介

激しい動きを必要としないので
誰でも気楽にできます！
●開催日時　毎週火曜日　13：30～15：30
●開催場所　吉松中央公民館
●指導講師　増満　育代　先生
●現在7名の会員。
●参加を希望される方は、栗野・吉松中央公民館まで
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〇
期
日
：
12
月
７
日（
土
）

　

〇
場
所
：
西
原
商
会
ア
リ
ー
ナ

【
個
人
戦
】

▼
中
学
１
年
男
子
組
手

　

第
３
位　

亀
澤　

勇
映（
栗
野
中
１
年
）

▼
中
学
１
年
女
子
組
手

　

第
４
位　

小
川　

結
里
歩（
栗
野
中
１
年
）

▼
中
学
２
年
男
子
組
手

　

第
３
位　

山
内　

梨
聖（
栗
野
中
２
年
）

▼
中
学
２
年
女
子
組
手

　

第
４
位　

竹
ノ
上　

心
優

（
鹿
児
島
第
一
中
２
年
）

▼
中
学
２
年
女
子
形

　

第
３
位　

竹
ノ
上　

心
優

　
（
鹿
児
島
第
一
中
２
年
）

★
３
月
29
日
か
ら
30
日
に
か
け
て
京
都
府
で

開
催
さ
れ
る
第
19
回
全
国
中
学
生
空
手
道
選

抜
大
会
に
県
代
表
と
し
て
４
名
出
場
。

　

〇
期
日
：
12
月
21
日（
土
）

　

〇
場
所
：
い
ち
き
串
木
野
市
総
合
体
育
館

▼
女
子
団
体
戦

　

　

優
勝　

樟
南
高
等
学
校
２
年

　
　
　
　

二
渡　

紀
香（
吉
松
中
出
身
）

★
２
月
８
日
～
９
日

第
39
回
九
州
高
等
学
校
選
抜
剣
道
大
会
出
場

（
沖
縄
県
那
覇
市
開
催
）

★
３
月
26
日
～
28
日

第
34
回
全
国
高
等
学
校
剣
道
選
抜
大
会
出
場

（
愛
知
県
春
日
井
市
開
催
）

　

〇
期
日
：
１
月
13
日（
月
）～
19
日（
日
）

　

〇
場
所
：
吹
上
浜
海
浜
公
園
サ
ッ
カ
ー
場

▼
代
表
決
定
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

　

優
勝 

　

太
陽
Ｓ
Ｃ
国
分

　
　
　
　

花
堂　

春
馬（
栗
野
中
１
年
）

　
　
　
　

西　
　

佑
真（
栗
野
中
１
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

★
３
月
１
日
～
２
日

　

第
19
回
九
州
ク
ラ
ブ
ユ
ー
ス（
Ｕ-

13
）

　

サ
ッ
カ
ー
大
会
出
場（
長
崎
県
開
催
）

　

〇
期
日
：
11
月
13
日（
水
）

　

〇
場
所
：
桷
志
田
陸
上
競
技
場

▼
男
子
１
年
１
０
０ｍ

　

第
３
位　

上
野　

雄
聖（
栗
野
中
１
年
）

12
秒
43

▼
男
子
１
年
走
高
跳

　

第
２
位　

原
田　

蒼
輝（
吉
松
中
１
年
）

１ｍ
35

▼
女
子
１
年
走
高
跳

　

第
１
位　

桐
山　

莉
音（
栗
野
中
１
年
）

１ｍ
25

▼
男
子
１
年
走
幅
跳

　

第
１
位　

上
野　

雄
聖（
栗
野
中
１
年
）

５ｍ
26

▼
女
子
１
年
走
幅
跳

　

第
３
位　

桐
山　

莉
音（
栗
野
中
１
年
）

４ｍ
43

▼
男
子
１
年
砲
丸
投（
２
７
２
１ｇ
）

　

第
１
位　

花
牟
礼　

駈（
栗
野
中
１
年
）

11ｍ
91

▼
男
子
２
年
走
幅
跳

　

第
１
位　

下
新
原　

煌
音（
栗
野
中
２
年
）

５ｍ
33

　

第
３
位　

福
崎　

斗
麻（
吉
松
中
２
年
）

４ｍ
97

▼
女
子
２
年
走
幅
跳

　

第
３
位　

竹
野　

ま
ほ
ろ（
栗
野
中
２
年
）

４ｍ
20

▼
男
子
２
年
砲
丸
投（
５
０
０
０ｇ
）

　

第
１
位　

拵
井
園　

礼（
栗
野
中
２
年
）10ｍ

２

▼
女
子
共
通
砲
丸
投（
２
７
２
１ｇ
）

　

第
１
位　

近
藤　

玲
海（
吉
松
中
２
年
）

７ｍ
81

　

〇
期
日
：
１
月
18
日（
土
）～
20
日（
月
）

　

〇
場
所
：
大
分
県
大
分
市

【
団
体
組
手
の
部
】

▼
北
ブ
ロッ
ク（
３
人
制
）

　

優　

勝　

開
新
高
等
学
校（
熊
本
県
）

　
　

柿
木　

史
翔（
２
年
：
中
津
川
地
区
）

▼
全
九
州（
３
人
制
）

　

優　

勝　

開
新
高
等
学
校

　
　

柿
木　

史
翔（
２
年
：
中
津
川
地
区
）

▼
南
ブ
ロッ
ク（
５
人
制
）

　

第
３
位　

鹿
児
島
城
西
高
等
学
校

　
　

池
田　

圭
孝（
１
年
：
長
谷
地
区
）

【
個
人
組
手
の
部
】

▼
北
ブ
ロッ
ク　

68
㎏
級

　

第
３
位　

柿
木　

史
翔

★
３
月
24
日
か
ら
27
日
に
か
け
て
和
歌
山
県

で
開
催
さ
れ
る
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
第
44
回
全
国
高
等
学
校
空
手
道
選
抜
大
会

の
団
体
組
手
の
部
に
、両
県
代
表
と
し
て
出
場
。

未
来
く
ん
杯 
第
19
回
全
国
中
学
生

空
手
道
選
抜
大
会 

鹿
児
島
県
予
選
会

第
44
回
全
九
州
高
等
学
校
空
手
道
新
人

大
会
兼
第
44
回
全
国
高
等
学
校
空
手
道

選
抜
大
会
予
選
会

第
69
回
鹿
児
島
県
高
等
学
校
新
人

剣
道
競
技
大
会（
全
国
・
九
州
選
抜
大
会
予
選
）

第
19
回
九
州
ク
ラ
ブ
ユ
ー
ス(

Ｕ-

13)
サ
ッ
カ
ー
大
会　

県
予
選

令
和
６
年
度 

姶
良
伊
佐
地
区

中
学
校
新
人
体
育
大
会（
陸
上
競
技
大
会
）

ゆ
う
す
い
の

ス
ポ
ー
ツ
（
敬
称
略
）
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看
護
職
員
の
皆
さ
ま
、離
職
の
際
は

ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
へ
届
け
出
を

　

保
健
師
、助
産
師
、看
護
師
、准
看
護
師

の
免
許
を
お
持
ち
の
方
が
、看
護
職
を
離

れ
る
際
に
は
、ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
へ
の
届

出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

届
出
を
す
る
と
、本
人
の
意
向
や
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
に
応
じ
て
、さ
ま
ざ
ま
な
支

援
が
受
け
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
。

✓
す
ぐ
に
就
職
し
た
い
方

→
医
療
機
関
の
最
新
の
求
人
情
報
を
提

供
し
ま
す

✓
子
育
て
中
で
復
職
を
考
え
て
い
る
方

→
復
職
に
必
要
な
医
療
、看
護
の
知
識
や

技
術
な
ど
を
学
ぶ「
復
職
支
援
研
修
」

の
案
内
な
ど

▼
届
出
方
法

　

届
出
は
、「
と
ど
け
る
ん
」か
ら
。ス
マ

ホ
、パ
ソ
コ
ン
で
簡
単
に
で
き
ま
す
。

https ://todokerun.nurse-
center.net/todokerun/

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９

−

２
５
６

−

８
０
２
５

　

県
庁
医
師
・
看
護
人
材
課

　

☎
０
９
９

−

２
８
６

−

２
７
３
６

町などからのお知ら
せや募集などの情報
をお届けします。

掲
示
板

お
知
ら
せ

　

鹿
児
島
県
は
、
人
権
啓
発
活
動
の
推
進

を
図
る
た
め
、
「
ひ
ま
わ
り
」
を
人
権
の

花
に
指
定
し
て
い
ま
す
。

　

太
陽
に
向
か
っ
て
す
く
す
く
と
伸
び
て
、

大
輪
の
花
を
咲
か
せ
る
「
ひ
ま
わ
り
」
は
、

一
人
ひ
と
り
が
笑
顔
で
生
き
生
き
と
幸
せ

に
生
き
る
権
利
が
尊
重
さ
れ
る
こ
と
を
願

い
、
人
権
啓
発
の
シ
ン
ボ
ル
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

栗
野
小
学
校
は
本
年
度
、
学
校
を
「
ひ

ま
わ
り
」
の
花
で
い
っ
ぱ
い
に
す
る
人
権

の
花
運
動
の
県
指
定
校
で
あ
り
、
令
和
６

年
５
月
29
日
の
開
会
式
後
、
標
語
と
し
て

掲
げ
た
『
輝
い
て
い
る　

あ
り
の
ま
ま
の　

自
分
の
す
が
た
』
の
も
と
、
低
学
年
や
飼

育
・
栽
培
委
員
会
を
中
心
に
ひ
ま
わ
り
の

種
を
植
え
、
大
き
く
育
ち
ま
す
よ
う
に
と

願
い
を
込
め
な
が
ら
、
暑
い
日
も
草
取
り

や
水
や
り
を
熱
心
に
行
い
、
少
し
ず
つ
大

き
く
な
る
ひ
ま
わ
り
を
愛
着
と
愛
情
を

も
っ
て
育
て
上
げ
ま
し
た
。

　

閉
会
式
で
は
、
こ
の
運
動
に
全
校
児
童

で
取
組
み
、
人
権
の
基
本
と
な
る
『
や
さ

し
い
心
』
、
『
思
い
や
り
の
心
』
を
し
っ

か
り
と
体
得
で
き
た
こ
と
に
対
し
、
鹿
児

島
地
方
法
務
局
霧
島
支
局
並
び
に
霧
島
人

権
擁
護
委
員
協
議
会
か
ら
、
感
謝
状
と
記

念
品
が
学
校
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
児
童
か
ら
は
、
採
れ
た
ひ
ま
わ

り
の
種
が
町
長
へ
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
対
し
、
町
長
は
「
児
童
の
皆
さ

ん
が
愛
情
を
も
っ
て
大
切
に
育
て
た
ひ
ま

わ
り
の
種
を
次
の
学
校
へ
つ
な
げ
て
い
き

ま
す
。
」
と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

人
権
擁
護
委
員

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
国
民
の
基
本
的
人

権
を
守
り
、
人
権
が
大
切
な
も
の
で
あ
る

こ
と
を
国
民
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
法

務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
て
活
動
す
る
民
間

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
で
す
。

　

本
町
で
は
、
４
名
の
人
権
擁
護
委
員
が

様
々
な
人
権
擁
護
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま

す
が
、
今
回
２
名
の
委
員
が
任
期
満
了
と

な
り
、
新
た
に
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
状
の

交
付
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

【
新
任
】
北
原
　
妙
子
　
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
長
谷
自
治
会
）

【
再
任
】
南
　
　
隼
人
　
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
四
ツ
枝
前
自
治
会
）

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
町
内
で
開
設
さ
れ

る
特
設
人
権
相
談
所
に
お
い
て
、
住
民
の

皆
様
か
ら
の
人
権
相
談
を
受
け
た
際
に
は
、

法
務
局
と
連
携
し
て
問
題
解
決
に
あ
た
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
年
各
小
学
校
で
行
わ
れ
る

「
人
権
の
花
運
動
」
な
ど
様
々
な
啓
発
活

動
等
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

☎
０
９
９
５

−

４
５

−

０
０
６
４

　
　

（
鹿
児
島
地
方
法
務
局
霧
島
支
局
）

Vol.2

人  権
ひろば

「
人
権
の
花
運
動
」閉
会
式

　

令
和
６
年
12
月
６
日

　
　
　
　

〜
栗
野
小
学
校
〜
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1
月
1
日
（
水
）

・
新
春
初
日
の
出
を
観
る
会

1
月
4
日
（
土
）

・
二
十
歳
の
つ
ど
い

1
月
5
日
（
日
）

・
町
消
防
出
初
式

1
月
6
日
（
月
）

・
仕
事
始
め
式

・
町
栗
野
土
地
改
良
区
役

員
来
庁

・
北
姶
良
森
林
組
合
代
表

理
事
組
合
長
来
庁

・
あ
い
ら
農
業
協
同
組
合

代
表
理
事
組
合
長
来
庁

・
企
業
来
庁

1
月
15
日
（
水
）

・
区
長
会

1
月
16
日
（
木
）

・
子
牛
初
セ
リ
市

・
吉
松
駅
周
辺
ま
ち
づ
く

り
推
進
会
議

1
月
17
日
（
金
）

・
町
不
要
財
産
調
査
会

・
議
会
運
営
委
員
会

・
町
消
防
団
幹
部
会
及
び

意
見
交
換
会

1
月
20
日
（
月
）

・
町
村
長
研
修
会
及
び
地
方

自
治
振
興
促
進
懇
談
会

1
月
21
日
（
火
）

・
議
会
臨
時
会

1
月
22
日
（
水
）
～

23
日
（
木
）

・
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

全
国
サ
ミ
ッ
ト

1
月
24
日
（
金
）

・
企
業
来
庁

・
町
豊
祭
相
撲
保
存
会
総
会

1
月
25
日
（
土
）

・
姶
良
地
域
緊
急
畜
産
振

興
大
会

・
県
下
一
周
・
地
区
対
抗

女
子
駅
伝
姶
良
チ
ー
ム

結
団
式

・
地
区
対
抗
女
子
駅
伝
競

技
開
会
式

1
月
28
日
（
火
）

・
県
知
事
・
県
教
育
長
訪
問

1
月
29
日
（
水
）

・
龍
郷
町
議
会
議
員
行
政

視
察

・
町
茶
業
振
興
会
総
会

1
月
30
日
（
木
）
～

31
日
（
金
）

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
セ
ン
タ
ー

訪
問

1
月
31
日
（
金
）

・
県
町
村
会
理
事
会

町
長
動
静　
　

   
(

1
月
1
日
～
31
日)

　
（
新
生
児
） 　
　
　
（
保
護
者
）　 （
自
治
会
）

酒さ
か
ま
き巻　

柊し
ゅ
う
か花　
　

 

良
輔　

  

支
区
外

東ひ
が
し
な
が
永　

恋こ
は
ね羽　
　

 

和
樹　

  

四
ツ
枝
後

（
令
和
７
年
１
月
届
出
分
）

（
令
和
７
年
１
月
届
出
分
）

（
平
成
30
年
３
月
届
出
分
）

お
め
で
た
　
　（
敬
称
略
）

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
湧
水
町
社
会
福
祉
協
議
会

【
香
典
返
し
】

日曜・祝日歯科救急診療
（毎月固定）

時間　９：００から１５：００まで
　　　（受付／１４：３０まで）
場所　姶良地区歯科医師会
　　　口腔保健センター
　　　　　　　（鹿児島空港近く）
TEL　０９９５－５８－４３８８
※受診の際は必ず保険証をご持参
　ください。

人口の動き
住民基本台帳による
※外国人を含む

　　　　　　　　（前月比，前年同月比）

人口　  8,288人（−   1人, −143人）

  男      3,948人（−   1人, −   46人）

  女      4,340人（±    0人, −   97人）

世帯数  4,621戸（  　    1戸,   　　  9戸）

　転入　　 31人
　転出　   21人
　出生　　 　 2人
　死亡　　 13人

令和７年１月末現在

楠
辺
の
永
田　

信
子
さ
ん
か
ら

（
兌
次
さ
ん
死
去
）

山
崎
の
福
重　

ミ
ツ
ヱ
さ
ん
か
ら

（
和
子
さ
ん
死
去
）

四
ツ
枝
後
の
井
ノ
口　

千
子
さ
ん
か
ら

（
善
裕
さ
ん
死
去
）

田
尾
原
の
橋
本　

智
美
さ
ん
か
ら

（
秀
人
さ
ん
死
去
）

日曜・祝日在宅医（薬局）（２月号）

　

（
故
人
）　
　
　

  

（
亨
年
）
（
自
治
会
）

山
下　

光
春　
　
　

64　
　

東
丸
池

四
位　

み
ち
子　
　

73　
　

宮
前

加
藤　

シ
ゲ
子　
　

92　
　

東
下
場

池
上　

キ
ヨ
子　
　

87　
　

宮
前

木
佐
貫　

學　
　
　

90　
　

上
郡

⻆　

展
行　
　
　
　

81　
　

新
町

田
中　

サ
タ
子　
　

95　
　

川
南
西

田
口　

文
雄　
　
　

89　
　

停
三

山
方　

ム
ツ
子　
　

90　
　

宮
前

（
令
和
７
年
１
月
届
出
分
）

お
く
や
み
　
　（
敬
称
略
）

※
町
外
に
て
届
を
提
出
さ
れ
た
方
で
お
く
や
み
欄

の
掲
載
が
必
要
な
方
は
住
民
税
務
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

※
香
典
返
し
寄
付
に
つ
き
ま
し
て
は
、
寄
付
受
付

日
で
掲
載
す
る
た
め
、
お
く
や
み
の
月
と
は
異

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
寄
付
は
、
地
域
福
祉
向
上

の
た
め
、有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

２月23日
（日） 前田医院　　　　74-5001

２月24日
（月）

林内科　　　　　72-1818

サン調剤薬局　　72-1800
3月9日
（日） 春田医院　　　　76-0053

3月16日
（日）

伊東内科クリニック　72-9088

タイガー薬局　　64-6700

夜間 365日対応
及び輪番薬局▶



公 民 館 コ ー ナ ー
栗野中央公民館 ３月 10 日まで ひな人形かざり 吉松中央公民館 ３月 10 日まで ひな人形かざり

発行／湧水町役場 栗野庁舎 商工観光PR課　連絡先　〒899−6292　鹿児島県姶良郡湧水町木場222番地　TEL 0995−74−3111 FAX 0995−74−4249

日 月 火 水 木 金 土
2/16 2/17 2/18 2/19 2/20 2/21 2/22

無料法律相談会
いきいきセンターくりの郷
13：30 ～（要事前
申込）社会福祉協議
会75-2203

資源ごみ収集日
（北方・轟・幸田・米
永地区）

年金相談
10：00～ 15：00
栗野庁舎別館2
1階会議室
【要予約】

資源ごみ収集日
（下川西・上川西・般
若寺・停車場地区）

2/23 2/24 2/25 2/26 2/27 2/28 3/1
天皇誕生日
休館日

振替休日
全館休館
休業日
休館日

母子健康手帳交付
10：00～ 11：00
【要予約】

資源ごみ収集日
（上場・老竹・長谷・西
下場・東中下場地区）

館内整理 資源ごみ収集日
（鶴丸・中津川・川添
地区）

3/2 3/3 3/4 3/5 3/6 3/7 3/8
母子健康手帳交付
10：00～ 11：00
【要予約】
休業日
休館日

資源ごみ収集日
（北方・轟・幸田・米
永地区）

特設人権相談所開設
10：00～ 15：00
栗野中央公民館

資源ごみ収集日
（下川西・上川西・般
若寺・停車場地区）

粗大ごみ収集日
（上場・老竹・長谷・西
下場・東中下場地区）

3/9 3/10 3/11 3/12 3/13 3/14 3/15
母子健康手帳交付
10：00～ 11：00
【要予約】
休業日
休館日

資源ごみ収集日
（上場・老竹・長谷・西
下場・東中下場地区）

資源ごみ収集日
（鶴丸・中津川・川添
地区）

3/16 3/17 3/18 3/19 3/20 3/21 3/22
母子健康手帳交付
10：00～ 11：00
【要予約】
休業日
休館日

無料法律相談会
吉松ふれあいの家
13：30 ～（要事前
申込）社会福祉協議
会75-2203

資源ごみ収集日
（北方・轟・幸田・米
永地区）

春分の日
休館日

資源ごみ収集日
（下川西・上川西・般
若寺・停車場地区）

3/23 3/24 3/25 3/26 3/27 3/28 3/29
母子健康手帳交付
10：00～ 11：00
【要予約】
休業日
休館日

資源ごみ収集日
（上場・老竹・長谷・西
下場・東中下場地区）

館内整理 資源ごみ収集日
（鶴丸・中津川・川添
地区）

※下記に書いてあるイベント情報の日程は変更する場合があります。

…温泉ゆっくりらんど…くりの図書館

…栗野保健センター栗保

栗保

栗保

栗保

栗保

栗保

い き い き セ ン タ ー コ ー ナ ー 
温 泉 ゆ っ く り
ら ん ど

休 業 日：毎週月曜日
開業時間：火～日曜日　10：00～21：30

研修・交流施設
屋 外 施 設

休 館 日：2 月 24 日
開館時間：　　月曜日　  8：30～17：00
　　　　　火～日曜日　  8：30～22：00

町 民 ホ ー ル 展 示 ・ 催 し

福かざり（あじさいグループ）　　　開催中～ 2 月 27 日
吉松小学校金管バンド定期演奏会　 ２月２２日
オカリナ教室発表会　　　　　　　 ３月９日

…研修・交流施設
　屋外施設


